
海外安全対策情報（２０１４年１月～３月）

１ 治安情勢及び一般犯罪の傾向

（１）近年ルーマニアでは経済格差の拡大及び景気の低迷による雇用情勢の悪化等が治安

情勢に影響を与え，殺人等の凶悪犯罪やスリ，ひったくり，置き引き，車上狙い，自

動車盗等の他人の財産窃取を目的とした路上犯罪が目立っている。

他方でルーマニア警察の発表によると，２０１３年の犯罪発生件数は，国民の安全

を確保するために路上犯罪対策や組織犯罪対策を徹底した結果，２０１２年比４．

６％減少の約６６万件となり，２年連続での減少となった。中でも殺人や強盗などの

凶悪事件を含め，日常生活の身近で起きうる路上犯罪が減少しており，治安情勢に好

転の兆しが見受けられる。

（２）しかし，ルーマニアの人口から見た犯罪被害率は約３％，日本での同犯罪被害率が

１％強であることを考えればルーマニアで被害に遭う割合は日本の約３倍といえるこ

とから，外出時には常に防犯意識を高く持ち，警察が犯罪多発地帯として警戒を強め

るブカレスト市内の旧市街，及び地下鉄，バス，トラム等の公共交通機関では犯罪に

巻き込まれないよう特に注意が必要である。

   また，ブカレストで発生する路上犯罪の約３割は車両からの盗難被害であるため，

車両を離れる際は確実に施錠し，車内に貴重品を置かないよう徹底する必要がある。

（３）期間中の邦人犯罪被害については次の２件が確認されている。

○ ブカレスト市第４区の長距離バスターミナルで「ここはジプシーが多いから

危ない」と声をかけられ乗車したタクシーによるぼったくり被害

○ ブルガリア・ソフィアからブカレストに向かう夜行列車内での置き引き被害

２ 殺人・強盗等凶悪犯罪の傾向

各種報道等から，期間中ルーマニア国内において未遂も含め殺人約４０件，強盗約２０

件のほか放火，傷害といった凶悪事件の発生も多数確認されており，特にナイフ等凶器を

使用した殺人，強盗，傷害事件が目立っている。

在留邦人が被害に遭う可能性の高い凶悪犯罪事例としては，夜間・深夜帯において一人

歩きの人物を狙い貴金属や現金等の所持品を盗むひったくりや強盗事件が挙げられるほ

か，飲食店でのトラブルや交通上のトラブルに巻き込まれて傷害事件等の被害者となる可

能性も考えられる（別添「重大犯罪等事例」を参照）。

３ テロ・爆弾事件発生状況

当該事件の発生は認知していない。

４ 誘拐・脅迫事件発生状況

当該事件の発生は認知していない。

５ 日本企業の安全に関する諸問題

特段の問題点は報告されていない。(了)



重大犯罪等事例（2014 年 1～3 月）

No 日付 場所 事件 備考

1. Jan 5 Bucharest
複数の男が駐車場で喧嘩となり、一方の男が相手方をラバー

弾けん銃で撃ち怪我を負わせた。
傷害

2. Jan 13 Galati 県
多額の現金を所持して路上を歩いていた女性が賊にナイフで

頸部を刺されたうえ現金を強奪された。
強盗

3. Jan 18 Bucharest

邦人旅行者がブルガリア・ソフィアからブカレスト市第４区

の長距離バスターミナルに到着したところ，現地人風の男に

「ここはジプシーが多いから危ない」と声をかけられタクシ

ーに乗車させられて、法外な料金を請求された。

詐欺

4. Jan 19
Timisoara

市

30 歳男性が路上で数人のジプシーに襲われ、バットで殴られ

て病院に搬送された。
殺人未遂

5. Jan 19 Prahova 県
殺人の罪で服役し２年前に釈放された 70歳男性が、孫と酒

を飲んでいた際喧嘩となり、斧を振りかざし殺害した。
殺人

6. Jan 22 Suceava 県

一人暮らしの老人が自宅窓をたたく音がしたため窓を開ける

と、賊に催涙ガスをかけられて財布に入っていた多額の現金

を強取された。

強盗

7. Jan 26 Iasi 市
アイルランド人観光客がタクシーの運転手と口論となり、運

転手に殴られ負傷した。
傷害

8. Jan 26 Cluj 市
ナイトクラブで大喧嘩となり、２人の男性が刃物で切られ重

傷を負った。
傷害

9. Jan 27 Arad 市
郵便配達職員が郵便局前に車両を駐車しその場を離れた隙に

車内にあった現金を窃取された。
窃盗

10. Jan 28 Pitesti 市

男が他人の駐車スペースに車両を駐車して自身の駐車スペー

スの雪かきをしていたところ相手方が現れ喧嘩となり、相手

に殴られ負傷した。

傷害

11. Jan 30
Medgidia

市
賊が夜中に郵便局に忍び込み現金のほか車両も窃取した。 強盗

12. Feb 3 Bacau 市
二人の女性が自宅アパートの階段でマスクを被った賊にナイ

フで襲われてカバンを強奪された。
強盗

13. Feb 9
Constanta

県

バーで 20 人もの客が喧嘩となり、バットで殴打され、ナイ

フで刺された被害者３名が病院に搬送された。
傷害

14. Feb 11 Buzau 市

仕事で多額の現金を運んでいた女性が、取引先の建物に入ろ

うとした際、後をつけてきたと思われる男に襲われ現金を強

奪された。

強盗

15. Feb 17
Alba 

Iulia 市

33 歳女性が路上で男女３名に呼び止められ、夫の借金返済を

求められたがこれを拒否したところ、殴る蹴るの暴行を受け

負傷した。

傷害

16. Feb 20 Bacau 市
賊１名が銀行に押し入りけん銃で行員を脅し現金を強奪して

逃走した。
強盗

17. Feb 26 Brasov 市
路上生活者同士の喧嘩により、一方が他方をナイフで刺し殺

害した。
殺人

18. Feb 27 Bacau 県 夫が妻に酒の飲み過ぎを咎められたため、自宅を放火した。 放火

19. Mar 1
Constanta

県

若者グループ同士の喧嘩により、一方が他方の若者を車両で

轢いた後、ナイフで刺して殺害した。
殺人

20. Mar 2 Timis 県 泥酔した男２名が路上を歩いていたところ、前方から来た自 傷害



転車乗車の男に対し通行の邪魔をしたなどと因縁をつけて傷

害を負わせた。

21. Mar 3
Botosani

市

マスクを被った犯人２人が質屋に押し入り店員を縛って現金

と貴金属を強奪して逃走した。
強盗

22. Mar 4
Botosani

県

78 歳の男性が駅のベンチで昼寝していたところ、何者かにポ

ケットから携帯電話を窃取された。
窃盗

23. Mar 8
Constanta

市

19 歳男性が空気銃を使用して続けざまにスーパーやタクシー

を襲い現金等を強取した。
強盗

24. Mar 9 Brasov 県

20 歳男性が店舗から物を窃取しようとしたところ、関係者に

見つかり身柄を拘束され、駆けつけた付近の住民らに殴られ

死亡した。

その他

25. Mar 11
Timisoara

市

４歳の幼児が公園で遊んでいたところ、野犬数匹に襲われ負

傷した。
野犬被害

26. Mar 12 Buzau 県
クラブで客同士の喧嘩となり、18歳男が 48 歳男性をナイフ

で刺して殺害した。
殺人

27. Mar 13
Maramures

県

賊が夜中に両替所に押し入り、６万ユーロが入った金庫を強

奪した。
強盗

28. Mar 14 Arges 県
賊が路上を歩いていた 75歳男性を襲い同人の財布を強奪し

逃走した。
強盗

29. Mar 15 Suceava 県
賊がゲームセンターで店員に催涙スプレーを噴射し、現金を

奪い逃走した。
強盗

30. Mar 15 Gorj 県
自転車乗車の男性が、飼い犬が襲ってきたためその飼い主と

喧嘩となってナイフで同人を殺害した。
殺人

31. Mar 16
Alba 

Iulia 市

クラブの従業員に恨みを持つ犯人がクラブを放火し従業員を

負傷させた。
放火

32. Mar 18 Iasi 市
女性が徒歩で帰宅途中、後方から近づいてきた賊にカバンを

ひったくられて、転倒し負傷した。
強盗

33. Mar 21
Dambovita

県

郵便配達職員が路上で催涙ガスを噴射され所持していたカバ

ンを強奪された。
強盗

34. Mar 24 Buzau 市

２４歳女性が帰宅しアパートに入る際、待ち伏せていた男性

に襲われたが、大声で叫び助けを求めたところ、犯人は逃走

した。

強姦未遂

35. Mar 24
Constanta

市

工場から鉄屑を盗もうとした犯人が警備員ともみ合いとな

り、警備員に所持していたけん銃で撃たれ怪我をした。
窃盗

36. Mar 24 Arges 県
マスクを被った 21歳男性が、カジノに押し入りナイフで店

員を脅し現金を強奪して逃走した。
強盗

37. Mar 25 Bucharest

邦人旅行者２名がブルガリア・ソフィアからブカレストに向

かう夜行列車内で仮眠していたところ、何者かにカメラ等が

入ったカバンを窃取された。

窃盗

38. Mar 29 Vrancea 県
服役を終えたばかりの男性がパーティー会場で音楽の音量が

大きくなったことに腹を立て、音量を上げた男を殺害した。
殺人

39. Mar 31 Bihor 県
クラブで騒いでいた酔客数名が、警備員に店を追い出された

ため、この復讐として同警備員を襲い殴り殺した。
殺人


